












































































































































































































（4）（9 5）（1 1 2）（1 4 3）（1 4 9）屑珊瑚　→
bloedkoraal / gruis /, gruis bloedkoraal, takkoraal,





















（7）（8） －　→　repetitie horlogies, repetitie
gewone horlogies




















































































表B （H. M. Lels）













































































































kina, kinabast, kina bast, gewone kina bast, bast van
































































（134） －　→　glaswerk / zijnde kelkjes / alsmede
























い。しかし、シーボルトP. F. von Sieboldとフィレネ




















































（4） Aangebragte particuliere kambang goederen. Japan Ao.
1826.［Japan Portefeuille No. 27. 1829a-b］MS.N.A.Japans
Archief, nr.1450（K.A.11803）.（To-dai-Shiryo- Microfilm :
6998-1-81-14）. 本史料は、長崎商館文書の1826年の史料群
［Japan Portefeuille No. 24. 1826］ではなく、1829年の史料群







荷蔵役のフィッシャーJ. F. van Overmeer Fisscherのリスト
を挙げておく。
・アウテーレンのリストの表題：Nota der goederen, welke


































（17） 『構造と展開』306～310頁参照、Lijst der eisch
goederen van 1835.［Japan Portefeuille No. 33. 1835］
MS.N.A. Japans Archief, nr.1456（K.A.11809）.（To- dai-
Shiryo- Microfilm : 6998-1-85-6）.
（18） 『構造と展開』386頁参照。
（19） 『構造と展開』349頁参照。
（20） 『構造と展開』403頁参照。
（21） 『オランダ商館』74頁参照。『医薬文化』119頁参照。
表3 文政9年（1826）のシーボルトとフィレネウフェの脇荷物仕入値と売値
31
近世後期におけるオランダ船の脇荷物輸入について
表4 文政8年の脇荷物リスト
32
近世後期におけるオランダ船の脇荷物輸入について
『和蘭薬鏡』1164頁参照。
（22） 『スタト』27頁参照。
（23） 『構造と展開』54頁参照。
（24） 『医薬文化』148頁参照。
（25） 『日本国語大辞典』第19巻（小学館、昭和51年）471頁
参照。『和蘭薬鏡』1128頁参照。
（26） 『構造と展開』362頁参照。
（27） 宮下三郎『長崎貿易と大阪－輸入から創薬へ－』（清文
堂、平成9年）302頁参照。
（28） 『オランダ商館』82頁参照。
（29） 『医薬文化』56・156頁参照。『名物考』58～61頁参照。
（30） 『医薬文化』129頁参照。『名物考』338～348頁参照。
（31） 『世界薬用植物百科事典』（誠文堂新光社、平成12年）
（以下、『薬用植物』と略記）224～225頁参照。『名物考』
244～245頁参照。
（32） 『医薬文化』194頁参照。『名物考』217～224頁参照。
（33） 『医薬文化』145～146頁参照。『名物考』120～125頁参
照。
（34） 『医薬文化』155頁参照。
（35） 『スタト』23頁参照。
（36） 『薬物』221頁参照。『名物考』301頁参照。
（37） 『医薬文化』71頁参照。
（38） 『薬用植物』236頁参照。『名物考』61～62頁参照。
（39） 『構造と展開』379頁参照。
（40） 『構造と展開』363頁・402～403頁参照。
（41） 『医薬文化』146頁参照。『スタト』16頁参照。
（42） 『構造と展開』372頁参照。
（43） 『医薬文化』33～34頁参照。『スタト』17頁参照。
（44） 『構造と展開』374頁参照。
（45） 『医薬文化』220頁参照。
（46） 『医薬文化』108・145頁参照。『スタト』19頁参照。『名
物考』163～165頁参照。
（47） 『スタト』18頁参照。『名物考』353～354頁参照。
（48） 『構造と展開』395頁参照。
（49） 『構造と展開』345頁参照。
（50） 『医薬文化』156頁参照。『スタト』25頁参照。
（51） 『構造と展開』374頁参照。
（52） 『構造と展開』374頁参照。
（53） 『構造と展開』372頁参照。
（54） 「長崎会所五冊物」（『長崎県史』史料編第四、吉川弘文
館、昭和40年）166頁参照。
（55） 表4のA史料「文政八年　酉年阿蘭陀船向々様御誂并本
方脇荷差出し帳」（長崎歴史文化博物館所蔵）・B史料「〔酉
年　蘭船乗船員人数・風説書・積荷目録〕」（古河歴史博物
館所蔵鷹見家資料）共に、文政8年の「積荷目録」（オラン
ダ側が提出した送り状を阿蘭陀通詞が翻訳したリスト）で
あるが、A史料は、現地長崎に残った実務史料であり、B史
料は、長崎奉行より幕府に呈上された文書の写しである。
すなわち、A史料がB史料の前段階の史料と考えられる。
（拙著『日蘭貿易の史的研究』吉川弘文館、平成16年、45～
48頁参照）
（56） 『構造と展開』参照。
［付記］本稿のオランダ語表記については、長崎大学非常勤講師
のイサベル・田中・ファンダーレン氏に校閲頂きまし
た。記して深甚なる謝意を表します。
